
 

 

平成28年11月12日・13日に催された「昭和祭」で、SGH研

究活動の中から、LABO活動・選択制国内外研修旅行・サービ

スラーニングについて発表いたしました。本校では、“Know 

Thyself, Find a Way, Contribute to Others”というグローバ

ルアイデンティティのもと、国際的素養や国際的教養を身につ

け、人間性を磨く活動を行ってきました。今回、多くの皆さま方

にご参観いただき、SGH活動の研究成果を広くご紹介すること

ができました。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 昭和祭でＳＧＨ研究活動の成果を発表！ 

４つのLABO活動についてはポスターセッションを行い、多くの方々にお集まりいただ

きました。ご覧いただいた方からは、「タイやカンボジアの女性は社会に出て仕事をした

いという考えを持っているのか」「男は青、女はピンクのように男女の色が決まっている

ことがなぜ悪いのか」など、様々なご質問をいただきました。また、「女性管理職を数字

として増やすのではなく実力のある人を登用すべきである」というご意見や、「男性の育

休も女性の育休の待遇と近づけるべきである」という男性のご意見もありました。ポスタ

ーセッションという形式をとったことで、これまで学んできたことをお伝えすると共に、

多くの考え方を知ることができました。 

LABO① 企業や個人で活躍する 

女性グローバル・リーダーの研究 

LABO② 日本人女性のジェンダーギャップの研究 

LABO③ 海外で活躍する女性リーダーの研究 LABO④ 途上国女性の社会進出課題 

LABO 活動の成果を紹介するポスターセッション 



 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスラーニングの研究活動の成果発表・展示 

昭和女子大学附属昭和高等学校  

１・２年生は、SGH活動の一環として、社会の課題に対し協働できる人間性を高める 

サービスラーニングに全員が取り組んでいます。クラスの中で「Ⅰ 地域・環境」「Ⅱ 子

ども・教育」「Ⅲ 高齢者・介護」「Ⅳ 保健・医療」「Ⅴ 貧困・経済」「Ⅵ その他（動

物愛護）」から興味のあるテーマについてグループを作り、夏休みにはテーマに関連する

ボランティアを行いました。昭和祭では、２年生がその成果をまとめ展示しました。 

  

   

  

  

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生は12月に研修旅行に出かけます。５つの地域（ベトナム、マレーシア、オース

トラリア、広島・関西、沖縄）から各自が訪問先を選び、各コースに分かれて事前研究や

平和学習を進めてきました。その研究成果について展示しました。 

 

 

選択制国内外研修旅行の事前研究に関する展示 


